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ラ
ン
キ
ン
グ
の
作
成
で
は
、上
場
企
業
、

店
頭
上
場
、
非
上
場
の
有
力
企
業
の
う
ち

製
造
業
（
建
設
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
む
）
二
○
四

七
社
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
も
と
に
、①
運
営
体
制
・
情
報
公
開
、

②
環
境
教
育
・
社
外
貢
献
、3
ビ
ジ
ョ
ン
、

④
汚
染
リ
ス
ク
、
5
資
源
循
環
、
6
製

品
・
物
流
対
策
、
⑦
温
暖
化
対
策
の
七
つ

の
評
価
項
目
か
ら
総
合
得
点
を
算
出
し

た
。
今
回
調
査
の
特
徴
は
、
温
暖
化
対
策

の
有
無
だ
け
で
な
く
、
費
用
対
効
果
を
把

握
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
質
問
に
加
え

た
こ
と
と
、
同
一
の
テ
ー
マ
で
も
国
内
と

海
外
を
で
き
る
だ
け
分
け
て
質
問
し
、
初

め
て
海
外
拠
点
の
み
を
対
象
と
し
た
ラ
ン

キ
ン
グ
を
作
成
し
た
点
で
あ
る
。昨
年
は
、

京
都
議
定
書
を
日
本
政
府
が
批
准
し
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｃ
Ｏ
２

排

出
規
制
へ
の
取
り
組
み
に
重
き
を
置
く
と

と
も
に
、
中
国
な
ど
海
外
へ
生
産
拠
点
が

移
転
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
海
外

事
業
拠
点
で
の
環
境
対
策
の
取
り
組
み
に

も
注
目
し
た
。

結
果
は
、
表
１
に
示
す
通
り
、
日
本
Ｉ

Ｂ
Ｍ
が
二
年
連
続
で
首
位
を
獲
得
。
図
１

の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
示
し
た
よ
う

に
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で

バ
ラ
ン
ス
よ
く
高
い
点
を
得
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
温
暖
化
対

策
に
つ
い
て
国
内
一
○
カ
所
の
自
社
と
グ

ル
ー
プ
の
生
産
拠
点
で
の
二
○
○
一
年
度

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
、
九
二
年
度
実
績
に

比
較
し
て
約
四
割
減
っ
た
点
だ
。
八
九
年

以
降
、
各
拠
点
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
で
年
間
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
省
エ

ネ
を
課
し
、
実
施
し
て
き
た
成
果
が
ラ
ン

キ
ン
グ
に
結
び
つ
い
た
。
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減

に
つ
い
て
は
、
各
企
業
と
も
積
極
的
に
取

環

境

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

企業の環境への取り組みを総合的に評価する日経の「環境経営度調査」。
前回、本誌において、調査方法やランキングの読み方、
今後の課題などについてリポートしたが、今回は、昨年12月10日に日本経済新聞、
日経産業新聞紙上で発表された第6回調査の結果について、
日経産業新聞編集長の守屋林司氏にダイジェスト版としてまとめていただいた。

環境経営のトレンドはいまII
第6回 日経環境経営度調査ランキング発表！

NI特別企画

守屋林司 日経産業新聞編集長

首
位
は
二
年
連
続
で
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

表１　製造業の環境経営度ランキング上位50社

1 日本ＩＢＭ
2 キヤノン
3 ＮＥＣ
4 リコー
5 松下電器産業
5 ソニー
7 九州松下電器
8 デンソー
9 ホンダ
10 富士写真フイルム
11 トヨタ自動車
12 ＴＤＫ
13 日立製作所
14 コクヨ
15 コニカ
16 富士ゼロックス　
17 松下電池工業
18 松下電子部品　
19 カシオ計算機
20 松下冷機
21 富士通
22 大日本印刷
22 光洋精工
24 ＹＫＫ
25 松下精工
26 関西電力
26 アンリツ　

26 東海理化
26 松下寿電子工業
30 凸版印刷
31 大成建設
32 エスペック
32 東芝
32 豊田合成
35 昭和電線電纜
35 ダイキン工業
35 ＩＮＡＸ
38 シャープ
38 松下電工
40 日本ビクター　
41 アサヒビール
42 オムロン
43 協和発酵
43 セイコーエプソン
43 豊田自動織機
43 キヤノン電子
47 大阪ガス　
48 岡村製作所
49 パイオニア
50 松下通信工業
50 日清製粉グループ本社
50 ダイハツ工業
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り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ
、
二
○
一
○
年
度

に
は
日
本
政
府
が
産
業
界
に
求
め
て
い
た

七
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
削
減
幅
を
実
現

で
き
る
見
込
み
が
出
て
き
た
こ
と
も
注
目

に
値
す
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
、
今
回
の
調
査
で
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
の
が
、
グ
ル
ー
プ
企
業
や
他
企

業
な
ど
と
連
携
で
環
境
問
題
に
取
り
組
む

姿
勢
で
あ
る
。
と
く
に
目
立
っ
た
の
が
松

下
電
器
グ
ル
ー
プ
。松
下
電
器
産
業
で
は
、

環
境
経
営
の
政
策
や
方
針
を
審
議
す
る
た

め
に
、
年
二
回
、
連
結
対
象
二
○
社
が
参

加
す
る
「
環
境
会
議
」
を
開
催
し
、
環
境

行
動
計
画
「
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン2010

」
を

ま
と
め
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
Ｃ
Ｏ
２

や

廃
棄
物
の
排
出
量
の
数
値
目
標
を
初
め
て

盛
り
込
む
画
期
的
な
も
の
に
な
っ
た
が
、

結
果
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
企
業
が
多
数
上

位
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ソ
ニ
ー
な
ど
情
報
通
信
機
器
一
八
社
が

一
昨
年
始
め
た
「
グ
リ
ー
ン
調
達
」
の
国

際
基
準
づ
く
り
も
注
目
さ
れ
る
。
部
品
や

資
材
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
な
ど
の
開
示

を
調
達
先
に
求
め
る
際
の
項
目
を
共
通
化

し
、
メ
ー
カ
ー
の
環
境
対
応
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
い
う
も
の
で
、
今
後
の
展
開
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
企
業
間
で
の
連
携
と
い

う
意
味
で
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
と
リ
コ
ー
と
い

う
ラ
イ
バ
ル
企
業
同
士
が
手
を
結
び
、
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
共
同
リ
サ
イ
ク
ル
を
始

企
業
間
の
連
携
が
カ
ギ

表２ 海外ランキング

1 ソニー

2 日立製作所

3 日本ＩＢＭ

3 トヨタ自動車

5 松下電器産業

表3 イメージランキング

1 トヨタ自動車

2 リコー

3 ソニー

4 日本ＩＢＭ

5 ＮＥＣ

め
た
こ
と
な
ど
も
、
循
環
型
社
会
へ
向
け

た
大
き
な
第
一
歩
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

興
味
深
い
の
は
、
環
境
経
営
先
進
企
業

の
イ
メ
ー
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
（
表
３
）
に
お

い
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
首
位
を
獲
得
し

た
点
だ
。
ト
ヨ
タ
は
コ
ス
ト
削
減
対
策
な

ど
を
グ
ル
ー
プ
全
体
で
進
め
て
き
た
こ
と

と
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
に
続
き
、
燃

料
電
池
自
動
車
を
発
売
し
た
こ
と
な
ど
、

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
商
品
開
発
で
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
が
評
価
に
つ
な

が
っ
た
と
い
え
る
。

二
位
の
リ
コ
ー
に
つ
い
て
は
、
事
業
所

対
策
や
環
境
会
計
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
。
ト
ヨ
タ
に

し
ろ
、
リ
コ
ー
に
し
ろ
、
長
い
ス
パ
ン
で

計
画
的
に
環
境
に
取
り
組
ん
で
き
た
企
業

が
、
実
際
の
成
果
に
お
い
て
も
企
業
イ
メ

ー
ジ
に
お
い
て
も
、
ラ
ン
キ
ン
グ
に
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
特
徴
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

企
業
の
環
境
経
営
度
を
測
る
手
法
は
、

ラ
ン
キ
ン
グ
を
通
じ
て
企
業
の
イ
メ
ー
ジ

を
大
き
く
左
右
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際

の
経
営
方
針
も
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
影

響
力
を
も
つ
。
今
後
、
環
境
経
営
の
浸
透

に
よ
り
、
企
業
間
の
み
な
ら
ず
、
行
政
、

市
民
な
ど
と
連
携
し
た
新
し
い
社
会
の
か

た
ち
が
立
ち
現
れ
て
く
る
の
も
時
間
の
問

題
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図1　日本ＩＢＭと電気機器の平均 
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図2　環境経営度調査の流れ 

注）５-６調査の数字で、環境管理体制は自社工場の導入状況、 
環境会計は作成・公開している企業の回答を使用。 
環境会計は第1回では質問項目なし。 
 

環境管理体制の導入 

環境報告書の作成 

環境会計の導入 

％ 


